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次回の会議日程

令和７年２月20日(木)15時00分

探究図書館

⑴学校長挨拶（校長）
⑵授業研究の取組みについて(授業研究委員会)
⑶国際交流について(首席)
⑷広報について(教頭)
⑸進路状況について(首席)
⑹探究について(指導教諭)
⑺委員より指導助言
⑻校長謝辞
⑼今後の開催予定について

⑴学校長挨拶（校長）
・校長通信「CLOVER」を毎月生徒、保護者に発行している。
・職員会議で毎回短時間、教職員研修を行っている。
・生成AIを活用したリーフレットの作成を行い、説明会等で配付している。
⑵授業研究の取組みについて(授業研究委員会)
・対話型論証モデルを用いた探究型ワークショップに全教員で取組んでいる。
・授業デザインシートを全教員が作成し、共有を図っている。
・第３回校内研修（12/18）も指導主事の方と一緒に研修を実施する。
⑶国際交流について(首席)
・夏季オーストラリア語学研修（生徒８名、引率教員１名）では、英語でのコミュニケーションや現地での授業体験、ホームステイを
通して、幅広いものの見方、考え方を育んだ。
・アンケートの満足率は90％以上で、非常に高かった。
・今回は希望した生徒が全員行くことができた中で、事前指導をしっかり行うことで学びが深まった。
⑷広報について(教頭)
・夏季休業中を中心に55校、中学校訪問を行った。
・本校で行う学校説明会は年３回。
・住吉区役所への書道、美術作品展示、すみよし区民まつりへのダンス部出演、警察と消防と連携した講習会、苅田地区の盆踊
り大会やオータムフェスティバルへの参加、あびこ商店街へのポスター掲示等、地域連携を図っている。
⑸進路状況について(首席)
・4年制大学、短期大学、専門学校、就職の割合は、昨年とほぼ同じである。公務員の合格者は延べ13名で増加。
⑹探究について(指導教諭)
・問いで始まり、問いで終わるフォーマットを使用することで問いを立て続ける授業計画を作っている。
・問いについて、生徒の考えを最大限尊重し、サポートしている。
【意見】
・ここまで授業に対して学校全体で取組んでいる例は他にはみない。
・昔は立ち止まって考える授業がなかったが、本校ではそのような授業がされている。
・今の時代に求められている授業がされている。
・生徒を信用することで良い意見が出やすい環境づくりができている。
・地域と部活動交流を行って、保護者の心をつかむことが大切である。
・商店街で、地元の中学校の吹奏楽部が演奏したことがあり、地域の人との距離が縮まったように思った。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

校長、教頭、首席（2）、指導教諭、
大阪府教育センター（カリキュラム開発部部長、高等学校教育推進室主任指導主事）

議題等(次第順）

協議資料

・学校運営協議会資料実施要項
・校長通信、教職員研修資料
・授業研究委員会（活動報告、第2回校内研修実施要項、第3回校内研修実施要項）
・国際交流・国際理解教育の進捗状況について
・広報について
・進路状況について
・探究ナビについて

出席者(学校）

探究図書館(1号棟3階)
出席者(委員）
開催場所

委員4名

学校運営協議会議事録

大阪府教育センター附属高等学校

福本　美紀

開催日時 令和6年11月11日（月）15:30～17:00　　


